
『

波

』

覚

え

書

増
山

学

あ
る
時
、
ス
ベ
ン
ダ
ー
(
S
t
e
p
h
e
n
S
p
e
n
d
e
r
)
は
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
ウ
ル
フ
(
く
i
r
g
i
n
i
a
W
0
0
-
〇
に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
作

品
を
書
く
か
、
と
尋
ね
て
み
た
事
が
あ
っ
た
。
彼
女
は
次
の
よ
う
に
答
え
た
。
「
小
説
は
こ
の
よ
う
に
書
く
べ
き
だ
と
い
う
形
式
は

な
い
と
思
い
ま
す
。
私
の
考
え
は
、
あ
ら
ゆ
る
形
式
を
利
用
し
て
、
一
つ
の
統
一
あ
る
も
の
を
作
り
あ
げ
よ
う
と
い
う
事
で
、
そ
れ

が
小
説
な
の
で
す
。
韻
文
の
所
も
あ
り
、
散
文
の
所
も
あ
り
、
劇
の
場
面
の
よ
う
な
所
も
あ
る
小
説
を
書
い
て
は
い
け
な
い
理
由
は

あ
り
ま
せ
ん
。
劇
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
詩
と
会
話
を
融
合
し
た
小
説
を
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
形
式
を
実
験
し
て
、

そ
れ
を
小
説
の
領
域
内
に
も
っ
て
行
き
た
い
の
で
す
。
」
(
S
t
e
p
h
e
n
S
p
e
n
d
e
r
‥
W
S
計
ご
貧
監
計
一
言
ミ
風
p
・
-
監
)
ま
た
、
ス
ペ

ソ
ダ
ー
は
あ
る
お
茶
の
会
に
招
か
れ
て
、
W
・
B
・
イ
ェ
イ
ツ
(
W
.
B
.
Y
e
a
t
s
)
に
会
っ
た
事
が
あ
っ
た
。
彼
は
イ
ェ
イ
ツ
が
ウ

ル
フ
を
相
手
に
話
を
す
る
の
を
聞
い
て
い
た
。
ウ
ル
フ
の
小
説
『
波
』
(
つ
訂
一
霹
雲
h
二
軍
)
は
、
「
小
説
の
形
で
、
宇
宙
に
流

れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
波
動
の
観
念
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
物
理
学
者
の
最
近
の
理
論
や
、
心
霊
研
究
の
最
新
の
発
見
に
よ
っ

て
も
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
」
(
旨
単
一
・
-
監
)
と
イ
ェ
イ
ツ
は
話
し
た
が
、
い
か
に
も
象
徴
派
詩
人
ら
し
い
意
見
で
あ
る
。

『

波

』

覚

え

書



『

波

』

覚

え

書

二

〇

ウ
ル
フ
は
『
灯
台
へ
』
(
ゴ
旨
へ
ト
督
旨
Q
S
♪
-
§
)
執
筆
に
当
り
、
「
小
説
に
取
っ
て
代
る
べ
き
作
品
に
、
新
ら
し
い
名
称
を

案
出
し
た
い
。
」
(
A
一
等
叫
茸
、
h
b
叫
も
蔓
;
・
∞
○
)
と
考
え
た
が
、
『
灯
台
へ
』
欄
筆
直
後
、
一
九
二
七
年
二
月
二
十
一
日
の
日
記
の

中
で
、
次
作
の
形
式
に
つ
い
て
新
機
軸
を
練
っ
て
い
る
。
「
新
ら
し
い
形
式
の
劇
を
案
出
し
て
は
如
何
?
…
…
事
実
か
ら
遊
離
し
、

自
由
で
、
而
も
集
中
し
た
も
の
。
散
文
で
而
も
詩
、
小
説
で
而
も
劇
で
あ
る
も
の
。
」
(
無
札
.
.
p
・
-
〇
台
し
か
し
、
彼
女
は
、
「
形
式

が
大
変
厳
密
に
考
慮
さ
れ
る
、
真
剣
な
詩
的
実
験
作
晶
の
後
で
は
、
一
つ
の
脱
線
の
必
要
」
を
感
じ
、
幻
想
的
伝
記
『
オ
ー
ラ
ソ
ド
』

(
○
乱
§
計
∵
憲
法
)
に
着
手
し
、
「
非
常
に
真
面
目
な
、
神
秘
的
詩
趣
あ
る
作
品
」
(
詣
試
.
p
・
-
○
ひ
)
の
方
は
暫
く
棚
上
げ
に
し
た

の
で
あ
る
。
や
が
て
、
ウ
ル
フ
は
『
蛾
』
(
M
O
t
h
s
)
と
い
う
仮
題
で
「
劇
詩
」
(
p
】
a
y
・
p
O
e
m
)
(
旨
試
-
p
・
-
○
∽
)
の
構
想
を
練
っ

た
が
、
実
際
に
書
き
出
し
た
の
は
二
年
後
で
、
最
後
に
題
名
が
『
披
』
に
固
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
ウ
ル
フ
が
ス
ベ
ン
ダ
ー

に
語
っ
た
「
劇
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
詩
と
会
話
を
融
合
し
た
小
説
」
と
は
当
然
『
波
』
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
事
実
、
『
波
』
の

外
的
形
式
の
特
徴
と
し
て
、
六
人
の
人
物
の
独
語
を
操
り
返
し
連
ね
た
九
章
の
劇
的
独
自
(
恕
試
I
p
・
-
笛
)
を
主
体
と
し
て
、
そ

の
前
に
各
々
斜
体
で
書
か
れ
た
、
短
い
が
美
し
い
詩
的
散
文
の
イ
ン
タ
ー
リ
ュ
ー
ド
(
i
n
t
e
r
】
u
d
e
)
(
串
試
-
p
・
-
訟
)
が
置
か
れ
て
、

恰
か
も
劇
の
形
式
に
似
せ
て
い
る
の
が
注
目
を
引
く
。
こ
の
イ
ン
タ
ー
リ
ュ
ー
ド
は
象
徴
的
な
海
の
叙
景
で
、
暁
か
ら
早
朝
、
朝
、

正
午
、
午
後
、
夕
方
、
黄
昏
、
夜
に
至
る
ま
で
刻
々
緻
密
に
措
写
さ
れ
、
六
人
の
人
物
は
こ
の
一
日
の
時
刻
の
推
移
に
対
応
し
て
幼

年
か
ら
青
年
、
中
年
、
老
年
と
年
齢
を
重
ね
て
行
く
。
且
、
季
節
も
同
様
に
春
か
ら
夏
、
秋
、
冬
と
衣
を
か
え
て
行
く
。

但
し
、
そ
の
対
比
は
余
り
に
も
技
巧
に
流
れ
る
嫌
い
が
あ
り
、
読
者
は
風
景
画
の
印
象
や
、
人
物
の
心
的
経
過
に
注
目
す
る
よ
り

は
、
作
者
の
技
巧
に
眩
惑
さ
れ
る
の
み
か
も
知
れ
な
い
。
ジ
。
-
ソ
・
ベ
ネ
ッ
ト
(
J
O
a
n
B
e
n
n
e
t
t
)
は
『
灯
台
へ
』
の
第
二
章

「
時
は
逝
く
」
の
場
合
と
同
じ
く
批
判
的
で
あ
る
。
「
こ
れ
は
必
然
的
に
物
語
の
気
分
を
妨
げ
、
読
者
を
し
て
一
つ
の
視
点
を
棄
て
、

他
の
視
点
を
採
る
事
を
強
制
し
、
そ
の
結
果
読
者
の
『
不
信
の
念
の
自
発
的
休
止
』
(
w
i
H
-
i
n
g
s
u
s
p
e
n
s
i
O
n
O
f
d
i
s
b
e
】
i
e
〇
を
乱



す
も
の
で
あ
る
」
(
1
0
a
n
B
e
n
n
e
t
t
‥
く
ざ
甘
計
二
ヨ
8
S
p
・
-
○
蔓
ど
う
せ
歳
月
の
経
過
は
劇
的
独
白
部
に
暗
示
さ
れ
て
い
る
故
、

も
っ
と
単
純
な
工
夫
を
凝
ら
す
べ
き
で
あ
っ
た
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
華
麗
な
ま
で
に
画
趣
に
富
ん
だ
豊
富
な
イ
メ
ー
ジ

ァ
リ
を
賞
揚
す
る
批
評
家
も
多
い
。

ウ
ル
フ
が
小
説
、
詩
、
劇
を
綜
合
し
た
よ
う
な
も
の
を
目
指
し
た
事
は
明
か
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
一
九
一
九
年
『
現
代
小
説
諭
』

(
鼓
邑
ヨ
こ
群
計
デ
芯
薫
を
発
表
以
来
、
伝
統
的
小
説
に
訣
別
し
て
、
新
技
法
に
専
念
し
始
め
た
ウ
ル
フ
に
と
っ
て
は
当
然
の
成

行
で
あ
る
。
「
内
部
を
見
よ
、
そ
う
す
れ
ば
人
生
と
は
こ
ん
な
も
の
で
は
な
い
事
が
分
る
だ
ろ
う
。
平
凡
な
一
目
の
、
平
凡
な
心
を

一
寸
で
も
調
べ
て
見
よ
。
心
は
無
数
の
印
象
1
つ
ま
ら
ぬ
も
の
、
幻
想
的
な
も
の
、
は
か
な
い
も
の
、
又
は
鋭
い
鋼
の
尖
で
彫
ら

れ
た
も
の
-
を
受
け
る
。
あ
ら
ゆ
る
方
角
か
ら
、
そ
れ
等
の
印
象
は
無
限
の
ア
ト
ム
の
絶
え
間
な
い
腺
雨
と
な
っ
て
や
っ
て
来
る
。

そ
れ
等
が
降
り
、
月
曜
日
の
、
火
曜
日
の
生
活
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
来
る
故
、
強
調
を
お
く
べ
き
所
が
、
従
来
と
は
違
っ
て
来
る
の

だ
。
」
つ
ま
り
、
人
生
と
は
き
ち
ん
と
左
右
均
整
に
並
ん
で
い
る
も
の
で
は
な
い
。
人
生
は
「
光
輝
を
放
つ
車
輪
」
で
あ
り
、
意
識

の
始
め
か
ら
終
り
ま
で
、
我
々
を
包
ん
で
い
る
「
半
透
明
な
覆
い
」
で
あ
る
。
こ
の
未
知
の
束
縛
さ
れ
て
い
な
い
魂
を
、
出
来
る

限
り
異
質
な
、
外
的
な
も
の
を
混
え
ず
に
伝
達
す
る
の
が
、
小
説
家
の
任
務
で
あ
る
、
と
ウ
ル
フ
は
主
張
し
た
の
で
あ
る
(
3
～

p
菖
S
Q
3
知
昌
軒
J
F
i
r
s
t
S
e
r
i
e
S
-
p
・
-
∞
β
。

こ
れ
は
ア
ン
リ
・
ベ
ル
グ
ソ
ソ
(
H
e
n
r
i
B
e
r
g
s
O
n
)
が
『
形
而
上
学
入
門
』
(
訂
1
軋
芝
を
こ
こ
:
芸
点
き
鼻
焉
二
塞
)

の
冒
頭
で
、
事
物
の
認
識
方
法
に
は
、
相
対
的
な
る
も
の
と
、
絶
対
的
な
も
の
と
が
あ
る
事
を
説
い
て
い
る
実
例
を
、
想
起
さ
せ
る

も
の
が
あ
る
。
即
ち
、
小
説
家
は
、
そ
の
小
説
中
の
登
場
人
物
の
特
徴
を
い
く
ら
で
も
ふ
や
し
た
り
、
発
言
さ
せ
た
り
、
又
行
動
さ

『

披

』

覚

え

書



『

波

』

覚

え

書

二

二

せ
た
り
す
る
事
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
人
物
と
一
瞬
間
一
体
と
な
っ
た
と
仮
定
し
た
時
に
経
験
す
る
よ
う
な
、
単
純
不
可

分
な
意
識
に
は
匹
敵
し
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
時
、
泉
か
ら
流
れ
る
よ
う
に
、
人
物
の
行
動
、
身
振
、
言
葉
が
自
然
に
流
れ
て
く
る
の

で
あ
る
。
従
っ
て
、
外
部
か
ら
人
物
を
観
察
す
る
の
が
、
相
対
的
認
識
方
法
で
、
人
物
そ
の
も
の
と
一
体
に
な
る
事
の
み
が
、
絶
対

的
な
も
の
、
つ
ま
り
そ
の
人
物
独
特
の
も
の
を
与
え
て
く
れ
る
。
要
す
る
に
、
対
象
の
内
部
に
入
り
こ
ん
で
、
そ
の
対
象
に
ユ
ニ
ー

ク
な
も
の
、
従
っ
て
他
の
も
の
に
よ
っ
て
表
現
出
来
な
い
も
の
と
一
体
に
な
る
精
神
的
共
感
、
即
ち
直
観
に
よ
っ
て
絶
対
的
な
も
の

が
与
え
ら
れ
る
、
と
ベ
ル
グ
ソ
ソ
は
論
じ
て
い
る
。

こ
の
ベ
ル
グ
ソ
ソ
の
説
く
直
観
と
、
純
粋
持
続
と
し
て
の
時
間
の
観
念
は
、
不
思
議
に
ウ
ル
フ
の
観
念
と
類
似
性
が
あ
る
。
ハ
ー

フ
レ
ィ
(
J
a
m
e
s
H
a
ロ
e
y
)
は
ウ
ル
フ
の
解
釈
に
ベ
ル
グ
ソ
ソ
の
哲
学
を
援
用
さ
せ
て
い
る
一
人
で
あ
る
。
し
か
し
、
ベ
ル
グ
ソ

ソ
哲
学
は
、
時
に
ウ
ル
フ
の
芸
術
を
説
明
し
て
く
れ
る
が
、
彼
女
を
「
ベ
ル
グ
ソ
ソ
哲
学
」
等
の
二
言
で
片
付
け
る
べ
き
で
は
な

い
、
と
ハ
ー
フ
レ
ィ
は
、
戒
め
て
い
る
(
J
a
m
e
s
H
a
f
㌃
y
‥
当
.
訂
G
訂
h
知
Q
凰
p
・
畠
)
。
結
局
、
同
じ
よ
う
な
思
想
が
、
西
欧
人

の
精
神
の
根
底
に
同
時
発
生
し
た
と
見
る
方
が
正
し
い
よ
う
で
あ
る
。
デ
ィ
シ
ェ
ス
は
そ
の
よ
う
な
影
響
を
考
え
る
事
は
、
ウ
ル
フ

の
本
質
的
な
目
的
と
技
法
を
理
解
す
る
の
に
役
立
た
ず
、
こ
れ
は
将
来
の
文
化
史
学
者
に
任
せ
る
方
が
よ
か
ろ
う
と
述
べ
て
い
る

(
D
a
S
.
d
D
a
i
c
h
e
s
‥
S
遍
叫
3
計
一
書
Q
S
p
p
・
∽
†
∽
)
。

ウ
ル
フ
は
未
知
の
束
縛
さ
れ
て
い
な
い
魂
を
伝
達
す
る
方
法
と
し
て
、
詩
を
散
文
に
持
ち
こ
む
こ
と
を
絶
え
ず
実
験
し
て
来
た
の

で
あ
る
。
『
オ
ー
ラ
ソ
ド
』
の
中
で
も
そ
の
探
求
が
見
え
る
。
「
彼
女
が
子
供
の
頃
は
、
人
の
唇
か
ら
出
る
激
し
い
音
節
の
噴
出
を
、

す
べ
て
の
詩
の
中
で
最
上
の
も
の
と
考
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
」
所
が
、
「
徐
々
に
彼
女
の
心
中
に
、
あ
る
複
雑
な
、
そ
し
て
人
が
松



明
を
点
し
て
探
り
人
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
多
く
の
部
星
が
、
韻
文
と
し
て
で
は
な
く
、
散
文
の
表
現
を
借
り
て
展
開
さ
れ
て
き
た
の
だ
。
」

そ
し
て
、
彼
女
は
叫
ん
だ
。
「
私
は
書
こ
う
、
創
作
の
歓
喜
を
。
」
(
O
「
㌻
3
計
.
p
p
・
-
緊
ふ
○
)
オ
ー
ラ
ン
ド
の
求
め
て
い
た
、
詩
的

散
文
で
表
現
さ
れ
る
、
人
間
の
複
雑
な
意
識
下
の
世
界
を
、
ウ
ル
フ
も
追
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
内
的
生
命
の
分
析
の
た
め
に
は
、
小
説
が
詩
的
な
方
向
に
向
う
の
は
必
然
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
般
に
現
代
詩
人
は
、
詩

は
個
性
に
始
ま
る
が
、
個
性
の
没
却
に
導
か
れ
る
と
考
え
て
い
る
。
T
・
S
・
エ
リ
オ
ッ
ト
(
T
.
S
.
E
F
t
)
が
『
伝
統
と
個
人

的
才
能
』
(
ゴ
軋
む
計
3
§
軋
旨
へ
隷
註
ぎ
む
ビ
軋
↓
訂
計
畏
-
㌶
○
)
の
中
で
、
詩
人
が
自
己
を
絶
え
ず
犠
牲
に
す
る
事
が
進
歩
で
あ
っ

て
、
そ
れ
は
自
己
の
個
性
を
絶
え
間
な
く
没
却
す
る
事
で
あ
る
、
と
個
性
没
却
説
を
唱
導
し
た
事
は
余
り
に
も
有
名
で
あ
る
。

従
っ
て
詩
的
散
文
物
語
に
も
同
様
の
過
程
が
見
ら
れ
る
筈
で
あ
る
。
ウ
ル
フ
は
、
一
九
二
七
年
、
評
論
の
中
で
、
個
性
の
没
却
に

向
う
途
を
提
案
し
て
い
る
。
没
個
性
と
い
う
象
徴
的
距
た
り
を
つ
け
る
た
め
に
は
、
小
説
は
人
生
か
ら
更
に
後
方
に
距
た
る
べ
き

で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
詩
の
よ
う
に
、
墳
末
な
事
を
除
い
て
輪
郭
を
与
え
る
事
に
な
る
。
事
実
の
記
録
は
殆
ど
無
視
さ
れ
、
所
謂

社
会
小
説
と
か
環
境
小
説
と
は
無
関
係
に
な
る
。
そ
こ
で
、
「
薔
薇
、
ナ
イ
テ
ィ
ソ
ゲ
ー
ル
、
黎
明
、
日
没
、
生
、
死
、
運
命
」

(
G
「
§
叫
旨
§
軋
知
軋
乱
Q
ぎ
p
・
-
①
)
と
い
っ
た
も
の
に
対
す
る
情
緒
が
、
人
生
の
重
要
な
部
分
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
、
と
ウ
ル

フ
は
述
べ
て
い
る
。
こ
の
言
葉
は
『
波
』
の
具
体
的
構
想
と
し
て
、
ウ
ル
フ
が
日
記
に
記
録
し
て
い
る
も
の
と
関
連
が
あ
る
。
「
次

の
よ
う
に
始
め
よ
う
。
黎
明
、
浜
の
貝
殻
。
何
か
し
ら
ー
ー
雄
鶏
と
ナ
イ
テ
ィ
ソ
ゲ
ー
ル
の
声
。
次
に
長
テ
ー
ブ
ル
に
坐
っ
て
い
る

子
供
等
-
授
業
。
始
ま
り
。
そ
う
だ
、
あ
ら
ゆ
る
性
格
が
取
り
入
れ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
…
…
現
実
か
ら
大
い
に
解
放
さ
れ
ね
ば

な
ら
ぬ
。
し
か
し
す
べ
て
は
関
連
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
」
(
A
貢
首
、
h
b
計
導
p
・
-
監
)

扱
、
こ
の
新
ら
し
い
小
説
に
は
ど
の
よ
う
な
名
称
を
与
え
た
ら
よ
い
か
。
「
そ
れ
は
散
文
で
書
か
れ
る
が
、
詩
の
特
徴
を
多
く
含

む
散
文
に
な
ろ
う
。
そ
れ
は
詩
の
歓
喜
の
あ
る
も
の
を
含
む
が
、
更
に
散
文
の
一
般
性
を
多
く
含
む
も
の
と
な
ろ
う
。
劇
的
で
あ
る
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が
、
演
劇
で
は
な
か
ろ
う
。
読
ま
れ
る
も
の
で
、
上
浜
さ
れ
な
い
も
の
に
な
ろ
う
。
」
(
G
岩
註
芸
監
這
註
資
j
p
・
-
①
)
こ
の
よ

う
に
詩
的
散
文
で
劇
的
な
も
の
に
指
向
す
る
意
気
込
み
が
如
実
に
窺
え
る
の
で
あ
る
。

ウ
ル
フ
は
『
波
』
発
表
の
翌
年
、
『
若
き
詩
人
へ
の
手
紙
』
(
b
h
鼓
宙
ヽ
旨
b
∴
買
電
g
辞
令
-
豊
N
)
を
公
表
し
て
い
る
。
詩
人

の
課
題
は
、
「
あ
な
た
の
知
っ
て
い
る
自
分
と
、
外
界
と
の
正
し
い
関
係
を
見
出
す
こ
と
で
す
。
」
(
3
q
b
宗
旨
亀
旨
へ
h
5
旨
I

p
・
-
命
)
「
鎧
戸
を
閉
め
た
夜
の
部
屋
に
た
っ
た
一
人
坐
っ
て
い
る
自
己
」
(
詣
試
-
p
・
-
∽
り
)
が
詩
人
の
意
識
で
あ
る
か
ら
、
詩
人
は

自
分
だ
け
所
有
し
て
い
る
意
識
に
、
は
る
か
に
多
く
の
関
心
を
注
い
で
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
窓
辺
に
立
っ
て
大
胆
に
、
思

い
の
ま
ま
に
あ
な
た
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
感
覚
を
開
い
て
は
閉
じ
、
開
い
て
は
閉
じ
し
て
、
融
合
の
状
態
に
ま
で
達
す
る
こ
と
で
す
。

タ
ク
シ
ー
が
水
仙
と
共
に
踊
り
、
ば
ら
ば
ら
な
断
片
か
ら
全
体
が
作
り
上
げ
ら
れ
る
ま
で
に
す
る
の
で
す
。
」
(
無
き
p
p
・
E
T
-
)

以
上
の
よ
う
な
考
え
が
『
波
』
の
よ
う
な
抽
象
的
、
象
徴
的
形
体
に
凝
縮
し
た
の
で
あ
る
。

Ⅳ

『
波
』
の
冒
頭
に
、
子
供
時
代
の
六
人
の
人
物
が
登
場
す
る
。
バ
ー
ナ
ド
(
B
e
r
n
a
r
d
)
、
ル
イ
ス
(
L
e
w
i
∽
)
、
ネ
ゲ
イ
ル
(
N
e
く
・

i
u
e
)
の
三
少
年
と
、
ス
ー
ザ
ソ
(
S
u
s
a
n
)
、
ジ
ニ
ィ
(
J
i
ロ
n
y
)
、
ロ
ー
ダ
(
R
h
O
d
a
)
の
三
少
女
で
あ
る
。
こ
の
六
人
は
、
様
式

化
さ
れ
た
一
連
の
独
自
で
、
そ
の
印
象
を
表
明
す
る
の
み
で
あ
る
。
そ
し
て
、
独
白
以
外
は
極
度
に
圧
縮
さ
れ
て
、
独
白
老
を
指
示

す
る
だ
け
で
あ
る
。
独
自
以
外
、
何
も
起
ら
な
い
し
、
す
べ
て
の
行
動
は
人
物
自
身
の
独
自
を
通
じ
て
屈
折
す
る
。
彼
等
の
運
命
を

辿
っ
て
、
始
め
て
彼
等
の
行
為
、
思
想
、
相
互
関
係
が
明
ら
か
に
な
る
。

バ
ー
ナ
ド
と
ネ
ヴ
ィ
ル
は
紳
士
の
息
子
。
ル
イ
ス
は
ブ
リ
ズ
ベ
ィ
ソ
(
B
r
i
s
b
a
n
e
)
の
銀
行
家
の
息
子
で
、
濠
州
誹
り
の
劣
等
感

を
抱
く
。
ス
ー
ザ
ソ
の
父
は
牧
師
。
ロ
ー
ダ
に
は
父
が
な
い
。
ジ
:
ィ
は
祖
母
と
ロ
ン
ド
ン
に
住
ん
で
い
る
。
六
人
の
身
許
に
つ
い



て
は
、
ル
イ
ス
の
ロ
を
通
じ
て
、
以
上
の
事
し
か
判
明
し
な
い
。

彼
等
六
人
は
、
あ
る
海
辺
の
田
舎
家
で
、
女
教
師
の
許
で
教
育
さ
れ
て
い
る
。
始
め
の
六
人
の
独
自
で
、
彼
等
の
運
命
を
覗
か
せ

る
特
有
の
成
句
が
窺
え
る
。
そ
れ
は
彼
等
の
本
質
的
性
格
が
確
立
し
た
日
で
も
あ
る
。
そ
れ
等
は
「
輪
」
、
「
薄
黄
色
の
平
板
」
、
「
小

鳥
の
鳴
り
」
、
「
球
」
、
「
深
紅
色
の
総
」
、
「
獣
の
足
踏
み
す
る
音
」
、
と
い
っ
た
固
体
、
色
彩
、
音
等
、
い
か
に
も
子
供
ら
し
い
印
象

で
あ
る
。
そ
れ
等
は
、
彼
等
の
生
涯
を
通
じ
て
繰
り
返
さ
れ
る
が
、
そ
の
度
に
そ
の
内
容
が
変
質
し
て
行
く
。
更
に
、
後
に
な
っ
て

成
句
が
二
、
三
人
に
重
な
っ
た
り
し
て
い
る
の
は
、
微
妙
な
感
情
の
推
移
を
表
現
す
る
た
め
で
あ
る
。

バ
ー
ナ
ド
は
造
句
家
で
、
他
の
五
人
を
結
ぶ
者
で
あ
る
。
ル
イ
ス
は
全
宇
宙
と
全
歴
史
の
重
荷
を
し
ょ
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

ネ
ヴ
ィ
ル
は
敏
感
で
、
求
心
的
だ
が
、
超
然
と
し
た
意
識
を
持
つ
。
ス
ー
ザ
ン
は
自
然
の
観
照
者
で
、
風
と
季
節
の
精
神
を
持
つ
。

ジ
ニ
ィ
は
、
自
分
の
肉
体
以
外
に
反
応
を
見
せ
な
い
、
官
能
生
活
の
抽
象
で
あ
る
。
ロ
ー
ダ
は
孤
独
我
の
抽
象
で
、
意
識
が
断
片
的

の
た
め
、
行
動
が
意
識
に
伴
わ
な
い
。

六
人
は
分
れ
て
学
校
に
行
く
。
三
人
の
少
年
は
そ
こ
で
華
か
な
崇
拝
者
パ
ー
シ
ヴ
ァ
ル
(
P
e
r
c
i
く
a
-
)
を
知
る
。
彼
は
ク
リ
ケ
ッ

ト
が
得
意
で
、
絶
え
ず
多
く
の
お
供
を
つ
れ
て
い
る
。
こ
の
第
七
の
人
物
は
、
直
接
口
を
開
か
ず
、
六
人
の
反
応
意
識
の
中
に
の
み

存
在
す
る
。
し
か
も
、
彼
は
六
人
に
と
っ
て
何
か
少
し
違
っ
た
意
味
が
あ
る
。
し
か
し
、
彼
等
を
結
合
す
る
理
想
観
念
で
も
あ
る
。

続
い
て
バ
ー
ナ
ド
と
ネ
ヴ
ィ
ル
は
大
学
に
進
む
。
父
の
失
敗
の
た
め
、
ル
イ
ス
は
実
務
に
つ
く
。
ジ
ニ
ィ
と
ロ
ー
ダ
は
ロ
ソ
ド
ソ

の
社
交
界
に
出
る
が
、
ス
ー
ザ
ン
は
田
舎
の
牧
師
館
に
帰
る
。

一
夜
、
ロ
ン
ド
ン
の
一
料
亭
で
、
パ
ー
シ
ヴ
ァ
ル
送
別
の
宴
が
開
か
れ
、
全
員
が
出
席
す
る
。
パ
ー
シ
ヴ
ァ
ル
は
印
度
で
事
業
開

始
を
も
く
ろ
む
の
で
あ
る
。
バ
ー
ナ
ド
は
料
亭
に
赴
く
途
中
、
「
僕
は
色
々
物
の
言
え
る
人
々
の
事
を
考
え
る
。
ル
イ
ス
、
ネ
ヴ
ィ

ル
、
ス
ー
ザ
ン
、
ジ
ニ
ィ
、
そ
し
て
ロ
ー
ダ
の
事
を
。
彼
等
と
一
緒
に
い
る
と
僕
は
多
面
的
な
人
間
だ
。
彼
等
は
僕
を
暗
黒
か
ら
救
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っ
て
く
れ
る
。
」
(
ゴ
訂
一
罫
書
♪
p
・
∞
∽
)
し
か
し
、
直
ぐ
に
バ
ー
ナ
ド
の
歓
喜
の
心
に
孤
独
の
影
が
忍
び
よ
っ
て
来
る
。
ネ
ヴ
ィ

ル
は
嘆
息
を
洩
ら
す
。
「
だ
が
、
。
バ
ー
シ
ヴ
ァ
ル
が
い
な
け
れ
ば
、
さ
っ
ぱ
り
中
身
が
な
い
。
我
々
は
背
景
を
持
た
ず
隈
臆
と
動
い

て
い
る
影
法
師
、
虚
ろ
な
幻
影
だ
。
」
(
旨
試
-
p
・
∞
J
愈
々
、
七
人
目
の
人
物
。
バ
ー
シ
ヴ
ァ
ル
が
姿
を
現
わ
す
と
、
ネ
ヴ
ィ
ル
の
心

に
ば
っ
と
花
が
咲
く
。
宴
半
ば
に
し
て
、
バ
ー
ナ
ド
は
共
に
集
ま
っ
た
意
義
を
認
識
す
る
。
「
僕
た
ち
は
集
ま
っ
た
、
(
北
か
ら
、

南
か
ら
、
ス
ー
ザ
ン
の
農
場
か
ら
、
ル
イ
ス
の
商
館
か
ら
)
一
つ
の
事
を
す
る
た
め
に
。
持
続
す
る
事
で
は
な
い
1
と
い
う
の
は

何
を
持
続
す
る
の
だ
!
し
か
し
、
同
時
に
多
く
の
眼
で
見
ら
れ
て
は
い
る
が
、
あ
の
花
瓶
に
赤
い
カ
ー
ネ
シ
ョ
ソ
が
一
本
あ
る
。

僕
た
ち
が
銘
々
こ
こ
に
坐
っ
て
い
た
時
は
、
一
重
の
花
だ
っ
た
が
、
今
で
は
七
面
で
、
沢
山
花
弁
を
つ
け
、
赤
く
、
暗
褐
色
で
深
紅

の
く
ま
ど
り
を
し
、
銀
色
の
葉
を
つ
け
て
硬
ぼ
っ
た
花
に
な
っ
て
い
る
-
各
々
の
限
が
そ
れ
ぞ
れ
寄
与
し
て
、
全
一
な
花
を
成
し

て
い
る
。
」
(
恕
試
Y
p
.
筐
)

全
一
な
花
は
、
パ
ー
シ
ヴ
ァ
ル
の
参
加
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
人
間
的
経
験
の
完
成
を
象
徴
し
て
い
る
。
宴
の
終
り
頃
、
六
人
は
文

字
通
り
一
瞬
時
間
を
と
め
る
。
そ
の
瞬
間
は
、
球
と
、
感
じ
と
ら
れ
る
。
『
オ
ー
ラ
ン
ド
』
の
中
で
も
、
時
間
を
球
の
よ
う
に
感
じ

て
い
る
。
「
丘
の
上
の
樫
の
木
の
下
に
一
人
き
り
に
な
る
や
否
や
、
一
秒
一
秒
が
丸
く
膨
脹
し
始
め
て
、
何
時
に
な
っ
て
も
滴
り
お

ち
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
始
め
る
の
だ
。
」
(
〇
㌢
訂
3
計
-
p
・
票
)
ジ
ニ
ィ
が
言
う
。
「
愛
情
、
憎
悪
、
何
と
名
付
け
て
も
よ
い
こ
の
球

を
。
一
寸
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
こ
う
。
こ
の
球
の
内
壁
は
パ
ー
シ
ヴ
ァ
ル
、
青
春
と
美
で
出
来
て
い
る
。
私
た
ち
の
内
部
に
非
常
に

深
く
沈
ん
で
い
る
の
で
、
恐
ら
く
こ
ん
な
瞬
間
な
ど
、
一
人
の
男
か
ら
二
度
と
作
れ
な
い
だ
ろ
う
。
」
(
つ
訂
一
寅
昌
宏
-
p
・
-
O
A
)

パ
ー
シ
ヴ
ァ
ル
は
印
度
に
行
く
。
し
か
し
、
乗
っ
て
い
た
馬
が
足
を
滑
ら
し
、
投
げ
出
さ
れ
て
死
ん
だ
。
僅
か
二
十
五
歳
で
あ
っ

た
。
バ
ー
ナ
ド
の
息
子
の
産
れ
た
日
に
、
そ
の
報
は
伝
え
ら
れ
た
。
.
「
こ
ん
な
の
は
不
可
解
な
組
合
せ
だ
。
」
バ
ー
ナ
ド
が
言
っ
た
。

「
事
物
の
錯
綜
だ
。
階
段
を
降
り
て
い
て
、
ど
ち
ら
が
悲
し
み
で
、
ど
ち
ら
が
喜
び
だ
か
分
ら
な
い
な
ん
て
。
僕
の
息
子
が
産
れ
た
。



パ
ー
シ
ヴ
ァ
ル
は
死
ん
だ
。
」
(
恕
試
-
一
・
5
3
彼
等
の
理
想
、
青
春
と
美
の
象
徴
が
滅
び
た
の
だ
。
同
時
に
死
の
影
が
彼
等
の
上

に
は
っ
き
り
と
投
じ
ら
れ
る
。
ロ
ー
ダ
は
悲
報
を
聞
き
、
量
を
つ
ん
で
河
に
投
じ
る
。
パ
ー
シ
ヴ
ァ
ル
へ
の
贈
り
物
と
し
て
。
パ
ー

シ
ヴ
ァ
ル
を
愛
し
て
い
た
ネ
ヴ
ィ
ル
は
悲
報
を
聞
き
、
「
執
念
深
い
木
」
、
「
咽
喉
を
切
ら
れ
た
人
」
と
い
う
子
供
の
時
に
聞
い
た
恐

怖
を
想
い
出
す
。

バ
ー
ナ
ド
は
小
説
家
に
な
っ
て
い
る
。
ス
ー
ザ
ン
は
田
舎
の
地
主
と
結
婚
し
、
自
分
の
子
供
の
事
だ
け
を
考
え
て
い
る
。
ネ
ヴ
ィ

ル
は
詩
人
に
な
る
が
隠
遁
生
活
を
送
る
。
ジ
ニ
ィ
は
絶
え
ず
相
手
を
変
え
る
。
ル
イ
ス
は
実
業
家
と
し
て
成
功
す
る
が
、
劣
等
感
を

抱
き
、
依
然
と
し
て
屋
根
裏
部
匿
に
住
ん
で
い
る
。
ル
イ
ス
の
女
性
版
で
あ
る
ロ
ー
ダ
は
、
一
人
で
夢
想
を
好
み
、
孤
独
と
不
安
に

と
り
憑
か
れ
て
い
.
る
。

こ
の
六
人
は
バ
ン
プ
ト
ン
・
コ
ー
ト
(
H
a
m
p
t
O
n
C
O
u
r
t
)
に
集
ま
っ
て
、
再
び
宴
を
は
る
。
こ
れ
が
計
ら
ず
も
最
後
の
会
合

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
バ
ー
ナ
ド
は
六
人
が
合
一
す
る
の
は
困
難
だ
と
感
ず
る
。
人
生
が
壁
を
間
に
築
い
た
か
ら
で
あ
る
。
「
こ
う

し
て
六
人
一
眉
を
並
べ
て
歩
き
な
が
ら
、
一
体
何
に
対
抗
し
ょ
う
と
す
る
の
だ
。
我
々
が
脳
髄
と
呼
び
、
感
情
と
名
付
け
る
こ
の
身
内

に
潜
む
出
鱈
目
の
閃
光
で
以
て
、
こ
の
間
断
な
い
流
れ
と
ど
う
し
て
対
抗
す
る
事
が
出
来
よ
う
。
恒
久
に
は
何
が
あ
る
か
。
我
々
の

人
生
も
ま
た
、
街
灯
の
消
え
た
並
木
道
を
彼
方
へ
、
時
の
一
片
を
乗
り
越
え
て
、
あ
れ
こ
れ
の
け
じ
め
も
な
し
に
流
れ
去
る
の
だ
。
」

(
恕
叫
札
.
V
p
・
-
巴
)

人
生
の
恐
怖
と
入
間
の
憎
悪
に
燃
え
る
ロ
ー
ダ
は
ス
ペ
イ
ン
で
自
殺
を
遂
げ
る
。
他
の
五
人
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
途
を
辿
る
。
最
後

の
章
で
、
造
句
家
の
バ
ー
ナ
ド
が
、
あ
る
料
理
店
で
、
見
知
ら
ぬ
男
を
相
手
に
彼
等
の
生
涯
の
総
括
を
語
る
の
で
あ
る
。

Ⅴ
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八

バ
ー
ナ
ド
は
五
人
の
友
人
と
の
交
渉
を
種
々
と
述
べ
て
行
く
。
だ
が
、
結
局
孤
独
が
戻
っ
て
く
る
の
み
で
あ
る
。
そ
う
言
え
ば
、

ハ
ソ
プ
ト
ン
・
コ
ー
ト
に
集
ま
っ
た
あ
の
夜
、
バ
ー
ナ
ド
は
突
然
考
え
た
。
「
こ
の
食
卓
の
上
に
僕
の
所
謂
人
生
を
ち
ぎ
り
取
っ
て

見
よ
う
と
す
れ
ば
、
振
り
返
っ
て
見
る
の
は
一
人
の
人
生
で
は
な
い
。
僕
は
一
人
で
は
な
い
。
多
勢
だ
。
自
分
が
誰
な
の
か
丸
で
分

ら
な
い
の
だ
。
-
ジ
ニ
ィ
な
の
か
、
ス
ー
ザ
ン
な
の
か
、
ネ
ヴ
ィ
ル
か
、
ロ
ー
ダ
か
、
そ
れ
と
も
ル
イ
ス
か
。
い
や
、
そ
れ
所
か
、

僕
の
人
生
を
彼
等
の
人
生
と
区
別
す
る
方
法
を
知
ら
な
い
の
だ
。
」
(
旨
試
-
p
・
-
器
)
し
か
し
、
食
事
の
途
中
、
六
人
は
、
「
暫
し

の
間
、
そ
れ
に
な
り
得
な
か
っ
た
に
し
て
も
、
同
時
に
忘
れ
る
こ
と
の
出
来
ぬ
、
完
全
な
人
間
の
実
体
」
(
無
札
.
-
p
・
-
器
)
が
彼
等

に
横
た
え
ら
れ
て
い
る
の
を
見
た
よ
う
に
思
っ
た
。
や
が
て
、
食
事
を
終
っ
て
並
木
道
を
並
ん
で
歩
い
て
行
っ
た
時
、
一
瞬
秩
序
が

来
た
。
す
べ
て
が
一
つ
に
な
っ
た
。
「
そ
の
瞬
間
は
一
切
だ
っ
た
。
そ
の
瞬
間
で
満
ち
足
り
た
の
だ
。
」
(
昏
き
p
・
-
当
)
だ
が
、

そ
の
後
六
人
は
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
し
ま
う
。

バ
ー
ナ
ド
は
あ
る
日
、
門
に
も
た
れ
て
、
「
人
生
と
は
不
完
全
な
未
完
の
詩
句
だ
っ
た
。
」
「
観
念
の
保
持
は
不
可
能
だ
っ
た
。
」
と

感
じ
た
。
「
そ
れ
故
、
ど
う
し
て
僕
に
階
段
を
登
る
た
め
に
、
絶
え
間
な
く
足
を
上
げ
続
け
る
事
が
出
来
よ
う
。
僕
は
北
極
へ
航
海

し
な
が
ら
人
が
仲
間
に
向
っ
て
話
し
か
け
る
よ
う
に
、
自
我
に
向
っ
て
そ
う
呼
び
か
け
た
。
」
(
き
き
p
・
N
O
-
)
所
が
、
自
我
は
答

え
な
か
っ
た
。
彼
は
待
っ
た
。
じ
っ
と
耳
を
澄
し
た
。
何
も
聞
え
な
い
。
何
も
や
っ
て
来
な
い
。
完
全
に
見
棄
て
ら
れ
た
の
だ
、
バ

ー
ナ
ド
は
絶
望
に
陥
い
っ
て
言
う
。
「
こ
れ
こ
そ
友
人
た
ち
の
死
よ
り
も
、
真
の
死
と
い
う
も
の
だ
。
」
(
恕
試
"
一
p
・
N
O
T
N
)
今
や
、

眼
下
の
風
景
は
色
越
せ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
全
く
日
蝕
現
象
に
似
て
い
た
。
自
我
を
喪
く
し
た
男
、
門
に
よ
り
か
か
っ
た
重
た
い

肉
体
、
死
ん
だ
男
、
と
バ
ー
ナ
ド
は
呟
い
た
。
暫
く
し
て
、
又
言
っ
た
。
自
我
を
も
た
ず
、
畳
さ
も
幻
想
も
持
た
ず
、
重
さ
の
な
い

世
界
、
幻
の
な
い
世
界
を
、
歩
み
続
け
る
事
が
ど
う
し
て
出
来
る
も
の
か
。
今
迄
、
手
帖
に
記
録
し
た
も
の
は
、
た
だ
変
化
、
影
ば

か
り
で
あ
っ
た
の
だ
。
と
、
日
蝕
後
の
世
界
に
光
が
戻
っ
て
来
た
。
一
瞬
自
我
の
な
い
、
新
た
な
世
界
を
見
て
、
バ
ー
ナ
ド
は
真
実



を
発
見
し
た
の
で
あ
る
。

バ
ー
ナ
ド
は
又
尋
ね
た
。
「
自
分
は
誰
な
の
だ
」
と
。
彼
は
、
バ
ー
ナ
ド
の
、
ネ
ヴ
ィ
ル
の
ジ
ニ
ィ
の
、
ス
ー
ザ
ソ
の
、
ロ
ー
ダ

の
、
ル
イ
ス
の
話
を
し
て
来
た
。
彼
は
彼
等
の
全
部
か
、
そ
れ
と
も
一
人
な
の
か
分
ら
な
い
。
パ
ー
シ
ヴ
ァ
ル
が
死
に
、
ロ
ー
ダ
が

死
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
今
、
生
者
死
者
を
分
け
隔
て
る
い
か
な
る
障
害
も
見
出
せ
な
い
。
バ
ー
ナ
ド
は
自
ら
感
じ
た
、
「
僕
は
君
だ
」

と
。自

我
の
な
い
存
在
と
は
ど
ん
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
限
り
な
く
感
受
性
に
富
み
、
す
べ
て
を
包
擁
し
、
充
実
の
喜
び
に
わ
な
な

き
な
が
ら
、
し
か
も
は
っ
き
り
と
抑
制
し
て
ー
欲
望
も
最
早
激
し
く
駆
け
る
事
も
な
く
、
好
奇
心
も
既
に
十
の
色
に
そ
れ
を
染
め

な
す
事
が
な
い
か
ら
に
は
、
僕
の
存
在
は
そ
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
だ
。
」
(
旨
試
V
p
・
N
宗
)

扱
、
見
知
ら
ぬ
男
は
去
っ
て
、
一
人
き
り
に
な
る
。
バ
ー
ナ
ド
は
一
人
で
孤
独
の
頭
歌
を
う
た
う
。
「
眼
の
圧
迫
を
、
肉
体
の
誘

い
を
、
虚
言
と
詩
句
の
必
要
を
悉
く
除
き
去
っ
た
孤
独
よ
、
有
難
き
か
な
。
」
(
恕
計
r
句
・
N
O
u
)
詩
句
で
一
杯
の
手
帖
が
、
床
の
上

に
落
ち
た
。
も
う
言
葉
を
必
要
と
し
な
い
の
だ
。
詩
句
は
打
切
り
だ
。
必
要
な
の
は
、
「
咄
時
か
、
絶
叫
か
、
子
供
の
片
言
か
」
で

あ
る
。閉

店
の
た
め
、
給
仕
長
に
せ
き
た
て
ら
れ
て
、
街
頭
に
出
る
。
鳴
る
雀
の
声
と
共
に
曙
の
き
ざ
し
が
漂
っ
て
来
る
。
ハ
ー
フ
レ
ィ

は
こ
の
黎
明
の
描
写
は
、
「
時
計
の
時
間
と
心
の
時
間
、
即
ち
、
連
続
と
純
粋
持
続
と
の
間
の
推
移
を
作
る
。
」
(
l
a
m
e
s
H
a
f
訂
y
‥

つ
訂
G
訂
訟
知
Q
亀
‥
p
・
巳
這
)
と
、
述
べ
て
い
る
。
バ
ー
ナ
ド
は
完
全
に
実
在
を
認
識
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
彼
は
パ

ー
シ
ヴ
ァ
ル
に
対
す
る
共
感
に
達
し
、
精
神
は
肉
体
を
包
含
す
る
実
在
と
覚
る
の
で
あ
る
。
ベ
ル
グ
ソ
ソ
流
に
言
え
ば
、
直
観
が
知

性
の
な
し
得
ぬ
も
の
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

「
そ
う
だ
、
こ
れ
こ
そ
永
遠
の
再
生
、
高
ま
っ
て
は
砕
け
、
砕
け
て
は
高
ま
る
無
限
の
く
り
返
し
だ
。
そ
れ
に
、
胸
う
ち
に
も
ま
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』
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書
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た
波
が
高
ま
っ
て
来
る
。
波
が
脹
れ
る
。
そ
の
背
が
弧
を
措
く
。
再
び
、
誇
ら
か
な
馬
の
よ
う
に
、
新
ら
し
い
欲
望
が
下
か
ら
盛
り

上
が
っ
て
来
る
の
を
意
識
す
る
。
馬
の
背
に
乗
る
騎
手
な
る
我
は
、
先
ず
拍
車
を
入
れ
、
や
が
て
手
綱
を
引
き
し
ぼ
る
。
い
か
な
る

敵
の
挑
戦
を
我
々
は
今
感
じ
て
い
る
の
か
。
我
が
手
綱
と
る
汝
。
こ
の
鋪
道
の
広
が
り
を
足
掻
き
な
が
ら
立
つ
汝
と
我
は
?
死
な

の
だ
。
死
こ
そ
敵
だ
。
若
者
の
よ
う
に
髪
を
後
ろ
に
な
び
か
せ
て
、
槍
を
構
え
て
、
印
度
を
疾
駆
し
た
パ
ー
シ
ヴ
ァ
ル
の
よ
う
に

我
は
死
に
向
っ
て
馬
を
乗
り
入
れ
る
の
だ
。
今
こ
そ
馬
に
拍
車
を
加
え
る
ぞ
。
汝
に
向
っ
て
突
進
す
る
ぞ
、
征
服
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

屈
服
す
る
こ
と
な
し
に
、
お
お
死
よ
!
」
(
3
屯
一
票
≡
ジ
p
p
・
N
-
?
ト
)

ハ
ー
フ
レ
ィ
は
、
こ
の
『
波
』
の
最
後
の
一
節
と
、
ベ
ル
グ
ソ
ン
の
『
創
造
的
進
化
』
(
ト
、
か
象
註
計
〇
卦
音
恩
-
害
J
の
第

三
章
の
最
後
の
有
名
な
一
節
と
の
類
似
に
注
意
し
て
い
る
。
ベ
ル
グ
ソ
ソ
は
、
あ
ら
ゆ
る
生
物
は
互
に
関
導
し
合
っ
て
お
り
、
す
べ

て
が
同
一
の
恐
る
べ
き
推
進
力
に
従
っ
て
い
る
。
動
物
は
植
物
に
依
存
し
、
人
間
は
動
物
界
に
跨
り
、
全
人
類
は
時
間
、
空
間
中
に

一
つ
の
巨
大
な
軍
隊
を
組
ん
で
、
あ
ら
ゆ
る
抵
抗
を
破
り
、
幾
多
の
障
害
を
、
恐
ら
く
は
死
さ
え
も
乗
り
越
え
る
こ
と
が
出
来
よ
う
′

と
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

、
、
バ
ー
ナ
ド
の
最
終
独
自
の
あ
と
に
、
叙
景
が
一
行
し
め
く
く
る
。
「
波
が
渚
に
砕
け
た
」
全
巻
に
み
な
ぎ
る
題
名
の
波
の
波
動
が
′

こ
の
時
程
効
果
的
に
ひ
び
く
時
は
あ
る
ま
い
。
所
で
、
次
の
場
面
は
、
、
バ
ー
ナ
ド
の
死
で
あ
る
と
言
う
評
家
も
あ
る
が
、
ど
う
で
あ
ろ

う
か
。
し
か
し
、
バ
ー
ナ
ド
は
パ
ー
シ
ヴ
ァ
ル
を
包
含
し
て
、
不
滅
性
を
得
た
故
、
死
へ
の
挑
戦
と
解
し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
ウ
ル

フ
は
始
め
「
お
お
、
孤
独
よ
」
で
終
ら
せ
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
(
A
一
章
訂
r
、
叫
h
F
薫
き
p
・
忘
N
)
そ
れ
に
よ
っ
て
、
勝
を
制
す
る

の
は
、
波
で
は
な
く
て
、
個
性
だ
、
挑
戦
だ
、
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

汀

′

1

1

1
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『
波
』
の
人
物
は
同
じ
声
を
用
い
、
お
互
に
話
し
か
け
な
い
。
従
っ
て
「
彼
等
の
顔
は
仮
面
で
、
彼
等
の
魂
は
一
連
の
独
自
で

洩
ら
さ
れ
る
。
」
と
ピ
ペ
ッ
ト
は
述
べ
て
い
る
。
(
A
i
-
e
e
n
P
i
p
p
e
t
t
=
ゴ
訂
二
g
邑
灯
篭
軋
≠
計
∴
軍
書
p
・
N
等
)
こ
の
よ
う
な
仮
面

は
、
早
く
か
ら
デ
イ
シ
ェ
ス
が
注
目
し
て
い
る
ウ
ル
フ
の
技
法
で
あ
る
。
(
D
a
く
i
d
D
a
i
c
h
e
s
‥
S
ぷ
富
む
一
さ
Q
S
p
p
・
日
干
-
)
ウ

ル
フ
は
あ
ら
か
じ
め
、
各
人
物
の
心
を
象
徴
す
る
思
想
、
イ
メ
ー
ジ
、
記
憶
を
精
選
し
て
系
統
だ
て
て
お
き
、
時
に
応
じ
て
登
場
、

発
言
さ
せ
て
い
る
。
従
っ
て
、
各
独
自
は
始
め
か
ら
同
種
の
統
一
を
も
つ
。
ウ
ル
フ
は
W
・
B
・
イ
ェ
イ
ツ
と
ユ
ー
ジ
ソ
・
オ
ニ
ー

ル
(
E
u
g
e
n
e
O
表
e
i
ロ
)
の
仮
面
の
理
論
に
一
度
だ
け
と
り
憑
か
れ
た
。
し
か
し
、
仮
面
の
矛
盾
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
も
っ
と

自
然
な
伝
達
手
段
で
は
表
現
出
来
ぬ
、
微
妙
な
暗
示
を
伝
え
る
手
段
と
し
て
は
よ
か
ろ
う
が
、
そ
れ
自
体
余
り
に
も
堅
く
硬
直
し
て

い
る
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
意
味
を
了
解
し
て
い
な
け
れ
ば
、
仮
面
を
見
守
っ
て
も
絶
対
に
了
解
出
来
な
い
。
同
じ
洞
察
力
を
も
つ
同

志
の
間
で
あ
れ
ば
、
仮
面
は
伝
達
手
段
と
し
て
は
大
変
有
効
で
あ
る
。
所
が
、
ウ
ル
フ
は
独
自
の
洞
察
力
を
伝
え
よ
う
と
試
み
た
。

そ
れ
が
『
波
』
が
ウ
ル
フ
の
小
説
中
、
最
も
微
妙
で
最
も
堅
く
、
最
も
雄
弁
で
最
も
晦
渋
な
理
由
で
あ
る
、
と
デ
イ
シ
ェ
ス
は
断
じ

て
い
る
。
し
か
し
、
-
・
K
・
ジ
ョ
ン
ス
ト
ソ
は
、
『
波
』
の
人
物
に
つ
い
て
、
彼
等
は
皆
意
識
下
の
深
海
で
融
合
し
て
、
そ
こ
か

ら
我
々
に
話
し
か
け
て
い
る
、
と
説
明
し
て
い
る
。
(
1
.
K
.
1
0
h
n
s
t
O
ロ
e
‥
∃
訂
迦
訂
さ
き
蔓
〔
ざ
苺
p
・
〕
の
ど
そ
の
意
識
下
の

深
海
は
、
作
者
と
読
者
の
共
感
の
底
に
も
広
が
っ
て
い
る
筈
で
あ
る
。
ウ
ル
フ
の
仮
面
も
そ
の
意
味
で
あ
な
が
ち
不
成
功
と
も
言
え

な
い
で
あ
ろ
う
。

イ
ェ
イ
ツ
の
仮
面
の
観
念
に
つ
い
て
、
ス
ベ
ン
ダ
ー
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
こ
れ
は
放
出
さ
れ
た
内
部
的
自
我
が
そ
こ

に
お
い
て
外
界
と
出
会
い
、
そ
こ
で
一
体
に
融
合
す
る
素
面
の
身
振
り
、
か
た
ち
、
も
し
く
は
装
わ
れ
た
姿
態
の
こ
と
で
あ
る
。
」

(
S
t
e
p
h
e
n
S
p
e
n
d
e
r
=
3
?
?
邑
ぎ
こ
詳
鳶
属
p
・
n
U
)
又
、
仮
面
は
あ
る
意
味
で
我
々
の
最
も
真
実
な
る
自
我
で
あ
る
と
も

言
っ
て
い
る
。
E
・
M
・
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
(
E
,
M
,
F
O
r
S
t
e
r
)
は
『
波
』
の
六
人
の
人
物
を
「
あ
る
一
個
の
人
物
の
異
な
る
刻
面
」
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と
評
し
た
事
が
あ
る
。
し
か
ら
ば
、
『
波
』
の
仮
面
は
、
実
は
ウ
ル
フ
の
最
も
真
実
な
る
自
我
を
現
わ
し
て
い
る
、
と
言
え
そ
う
で

あ
る
。
し
か
し
、
彼
女
の
選
ん
だ
形
式
は
窺
屈
す
ぎ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

(
『
波
』
は
鈴
木
幸
夫
氏
訳
を
参
照
し
た
。
)


